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逢お

う

さ

か

も

と

き

ち

ろ

う

坂
元
吉
郎

鵜
沼
裕
子
［
著
］

日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
上
に
異
彩
を
放
つ

牧
師
・
神
学
者
の
肖
像

壮
年
期
に
「
民
衆
教
会
の
樹
立
」
を
掲
げ
、
ま
た
讀
賣
新
聞
を
舞
台
に
宗

教
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
健
筆
を
ふ
る
っ
た
が
、
国
粋
主
義
的
な
宗
教

団
体
か
ら
受
け
た
暴
行
と
大
患
を
機
に
、
後
半
期
は
日
本
の
伝
統
的
な
宗

教
性
に
掉
さ
す
「
心
身
一
体
」
観
的
信
仰
理
解
と
独
自
の
神
秘
性
を
帯
び

た
聖
餐
論
・
教
会
論
を
展
開
し
た
逢
坂
（
１
８
８
０
―
１
９
４
５
）。

熊
野
義
孝
や
桑
田
秀
延
ら
に
高
く
評
価
さ
れ
つ
つ
も
今
日
顧
み
ら
れ
る
こ

と
の
少
な
い
そ
の
思
想
世
界
を
再
構
成
し
、
近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
上

の
意
義
を
再
考
し
た
意
欲
作
。

�

◆
四
六
判
・
２
４
１
頁
・
定
価
２
４
２
０
円

著
者
の
う
ぬ
ま
・
ひ
ろ
こ
氏
は
１
９
３
４
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学

研
究
科
倫
理
学
専
攻
課
程
で
学
ぶ
（
文
学
修
士
）。
元
聖
学
院
大
学
日
本
文
化
学
科
及

び
同
大
学
院
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
研
究
科
教
授
。
聖
学
院
大
学
名
誉
教
授
。

著
書
『
近
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
家
た
ち
』、『
近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
者
の
信
仰

と
倫
理
』、『
近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
者
と
の
対
話
』
他
。

【
目
次
よ
り
】

序
　
章

第
一
章
　
生
　
涯

第
二
章
　「
前
期
」
に
お
け
る
信
仰
と
思
想

第
三
章
　「
殴
打
事
件
」
の
意
味
し
た
も
の

第
四
章
　「
後
期
」
の
世
界 

―
― 

そ
の
思
考
様
式

第
五
章
　
救
済
へ
―
― 

神
と
人
と
の
接
近
・
合
一

終
　
章

参
考
文
献

略
年
譜

人
名
索
引

あ
と
が
き

4
月
23
日
発
売



話題の新刊

創世記Ⅱ
カルヴァン旧約聖書註解� ◆Ａ５判・並製・定価 4950 円

堀江知己訳� ◆上製函入判・定価 6600 円

II は創世記 24 章以下、イサクからヨセフにいたる父祖たちの物語。
宗教改革者の釈義の真髄を示す大作。1984年刊行のIに続き、36年ぶりの、
待望の完結。愛書家のために上製函入版を限定 100 部制作。

● 11 月刊行

ジーザス・イン・ディズニーランド
ポストモダンの宗教、消費主義、テクノロジー
デイヴィッド・ライアン著／大畑凜、小泉空、芳賀達彦、渡辺翔平訳
世俗化論の想定に反して多様な宗教実践が開花しているポストモダン社
会。監視社会論の泰斗がその謎と新たな宗教の可能性に迫る。現代を生
きる信仰とは？� ◆四六判・定価 3850 円

● 1 月刊行

カール・バルト研究
絶対的逆説を指さす神学
宇都宮輝夫� ◆A5判・定価 3960 円

聖書解釈学という切り口から見えてくるもの、弁証法やアナロギアを
通して浮かび上がる福音理解、神学史家としての慧眼の秘密など、半
世紀に及ぶ研究の総決算。

● 1 月刊行

ヒップホップ・アナムネーシス
ラップミュージックの救済� 山下壮起・二木信編
気鋭の執筆陣の論考・小説や、ＢＬＭ運動と共闘する黒人牧師の説教、
日本で活躍する 6名のラッパーのインタビューなどを収録し、ヒップ
ホップが歌う現実と救済を示した待望のアンソロジー。
� ◆Ａ５変型判・定価 2750 円

● 2 月刊行



5 月以降の出版予定から

● 4 月に出た本と雑誌

カ
リ
ス
ト
ス
・
ウ
ェ
ア
著
／
松
島
雄
一
訳

正
教
の
道
　
キ
リ
ス
ト
教
正
統
の
信
仰
と
生
き
方

正
教
会
の
全
体
像
を
知
る
上
で
今
や
古
典
的
定
番
と
な
っ
た
原
書
の
待
望
の
邦
訳
。
正

教
の
教
え
を
簡
潔
に
説
き
、
古
代
の
教
父
、
現
代
の
著
作
家
、
正
教
の
祈
祷
文
な
ど
も

豊
富
に
引
用
さ
れ
、
そ
の
霊
性
の
深
さ
と
広
さ
に
迫
る
。�

四
六
判
・
予
価
２
５
０
０
円

ヴ
ォ
ル
フ
ハ
ル
ト
・
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
著
／
佐
々
木
勝
彦
訳

組
織
神
学 
第
三
巻

主
著
の
最
終
巻
は
終
末
論
的
な
賜
物
と
し
て
の
霊
に
関
す
る
教
理
を
、
以
下
の
表
題
に

沿
って
展
開
す
る
。「
第
12
章　

霊
の
注
ぎ
、
神
の
国
、
そ
し
て
教
会
」、「
第
13
章　
メ

シ
ア
の
教
団
と
個
人
」、「
第
14
章　

選
び
と
歴
史
」、「
第
15
章　

神
の
国
に
お
け
る
創

造
の
完
成
」。
第
二
巻
は
翻
訳
進
行
中
。�

Ａ
５
判
・
予
価
１
２
０
０
０
円

ジ
ャ
ン
・
カ
ル
ヴ
ァ
ン
著
／
森
川
甫
訳

共
観
福
音
書
註
解
　
下

マ
タ
イ・マ
ル
コ・ル
カ
の
三
福
音
書
を
対
観
し
な
が
ら
記
さ
れ
た
註
解
書
。
福
音
書
の
「
調

和
」
を
見
出
そ
う
と
す
る
改
革
者
の
情
熱
。
上
巻
の
刊
行
か
ら
36
年
ぶ
り
の
邦
訳
完
結

と
な
る
。�

Ａ
５
判
・
予
価
８
５
０
０
円

神
の
言
葉
と
契
約

出
エ
ジ
プ
ト
記
19
章 

―
24
章
の
研
究

大
野
惠
正
著�

モ
ー
セ
五
書
の
中
心
問
題（
神
顕
現
、

十
戒
、
契
約
の
書
、
そ
し
て
神
と
民
の

契
約
）
を
記
す
基
層
資
料
が
、
申
命
記

主
義
者
に
よ
っ
て
信
仰
文
書
と
し
て
の

高
み
へ
と
決
定
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

さ
ら
に
ヤ
ハ
ウ
ィ
ス
ト
、
祭
司
資
料
編

集
者
に
よ
っ
て
現
在
の
形
に
整
え
ら
れ
た
消
息
を
文
献
学
的
に

明
ら
か
に
し
た
労
作
。�

◆
Ａ
５
判
・
定
価
６
０
５
０
円

重
版
出
来

詩
篇
の
思
想
と
信
仰
Ⅰ

月
本
昭
男
著�

第
1
篇
か
ら
第
25
篇
ま
で

�

◆
四
六
判
・
定
価
３
８
５
０
円

福
音
と
世
界

�

◆
定
価
６
６
０
円

4
月
号
　
監
獄
と
い
う
問
題

寄
稿
者
：
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
、海
渡
雄
一
、盧
恩
明
、友
常
勉
、

宇
賀
神
寿
一
／
田
崎
英
明
／
勝
村
弘
也
、
有
住
航
、
栗
田
隆
子
、

村
澤
真
保
呂
、
金
迅
野
、
好
井
裕
明
、
土
井
健
司
、
辻
学

● 3 月に出た本と雑誌



編集部から

福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
６
０
円･

送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料   

（
送
料
共
）
８
７
６
０
円

２０21年

5

神
の
約
束
の
中
に
生
き
る
た
め
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
正
義
」�

�

…
藤
原
佐
和
子

【
注
目
の
連
載
】

◆
間
隙
を
思
考
す
る  

非
同
時
代
性
の
た
め
に 

2�

…
田
崎
英
明

◆
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
文
学
史
序
説 

3�

…
…
…
…
勝
村
弘
也

◆
福
音
の
フ
ラ
グ
メ
ン
ト 

5�

…
…
…
…
…
…
…
有 

住 

航

◆
霊
性
の
エ
コ
ロ
ジ
ー 

あ
る
い
は
ア
ニ
マ
＝
マ
テ
リ
ア 

5�

村
澤
真
保
呂

◆I S
ay a Little P

rayer 

開
か
れ
る
世
界 

14
…
栗
田
隆
子

◆
今
を
生
き
る
み
こ
と
ば 

14�

…
…
…
…
…
…
金  

迅  

野

◆
新
約
釈
義
　
第
二
テ
モ
テ
書 

14�

…
…
…
…
辻　
　

学

◆
く
ま
さ
ん
の
シ
ネ
マ
め
ぐ
り 

17�

…
…
…
…
…
好
井
裕
明

◆
教
父
学
入
門 

21�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
土
井
健
司

宗
教
か
ら
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィへ�　
　
　
　
　
　
　 

島
薗
進

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
市
場
」
の
出
現
と
展
開�

―
― 「
世
俗
化
」
論
を
手
が
か
り
に�　
　
　
　
　
　

橋
迫
瑞
穂

メ
デ
ィ
ア
史
の
な
か
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ�　
　

堀
江
宗
正

ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ�　
　

樫
村
愛
子

「
霊
性
」
の
ア
ナ
キ
ズ
ム�

―
―
鈴
木
大
拙
を
引
き
継
ぐ
た
め
に�

　
　
　
　

安
藤
礼
二

ム
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
！
！
！�

―
―
出
口
な
お
、
禁
欲
と
し
て
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ�

�

　
　
　
　
　
　
　 

栗
原
康

●
わ
た
し
が
大
学
で
社
会
学
を
学
ん
で
い
た
こ

ろ
、
有
名
な
が
ら
あ
ま
り
参
照
さ
れ
な
い
思
想

家
の
ひ
と
り
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
神
父
で
も
あ

っ
た
イ
ヴ
ァ
ン
・
イ
リ
イ
チ
が
い
ま
し
た
。
現

代
の
技
術
・
産
業
社
会
へ
の
批
判
が
き
わ
め

て
根
本
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
懐
古
的
」「
単

純
」
と
評
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま

す
（
も
っ
と
も
、
か
れ
の
著
書
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』

は
別
の
理
由
で
問
題
含
み
で
す
が
）。
以
来
そ

の
印
象
を
長
ら
く
引
き
ず
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

最
近
に
な
っ
て
イ
リ
イ
チ
が
連
な
る
系
譜
に
強

く
惹
き
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と

く
に
興
味
深
い
の
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
神
学

者
ジ
ャ
ッ
ク
・
エ
リ
ュ
ー
ル
で
す
。
や
は
り
徹

底
し
た
技
術
批
判
で
知
ら
れ
、
イ
リ
イ
チ
に
も

影
響
を
与
え
た
エ
リ
ュ
ー
ル
で
す
が
、
い
ま
で

は
ほ
と
ん
ど
読
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ

れ
は
イ
リ
イ
チ
同
様
か
れ
の
議
論
が
、
技
術
が

社
会
に
一
方
的
に
お
よ
ぼ
す
負
の
効
果
を
強
調

す
る
技
術
決
定
論
だ
と
み
な
さ
れ
て
き
た
か
ら

で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
原
発
事
故
を
経
験
し
、

人
間
が
自
然
を
切
り
崩
し
て
き
た
結
果
だ
と
も

い
わ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
直
面
し

て
い
る
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
う
し
た
理

解
こ
そ
む
し
ろ
単
純
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
さ
ら
に
、
か
れ
の
思
想
に
流
れ
る
ア
ナ
キ

ズ
ム
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
選
挙
や
納

税
を
端
的
に
拒
否
す
る
そ
の
「
反
政
治
」
は
─

─
こ
れ
は
、
技
術
を
単
な
る
道
具
や
機
械
と
同

一
視
せ
ず
、
経
済
・
政
治
・
文
化
に
ま
た
が
る

組
織
化
の
総
体
と
み
な
す
か
れ
の
技
術
論
と
も

重
な
る
で
し
ょ
う
─
─
代
議
制
民
主
主
義
の
限

界
に
直
面
す
る
現
代
の
人
び
と
に
と
っ
て
も
十

分
に
示
唆
的
な
は
ず
で
す
。
そ
う
し
た
も
の
を

紹
介
す
る
の
は
編
集
者
の
仕
事
な
の
で
、
な
に

か
い
い
お
知
ら
せ
が
で
き
る
よ
う
に
動
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
堀
）

●
戸
田
聡
さ
ん
の
新
著
『
古
代
キ
リ
ス
ト
教
研

究
論
集
』（
北
海
道
大
学
出
版
会
）
を
読
み
始

め
た
の
で
す
が
、
巻
頭
に
置
か
れ
た
「
共
観
福

音
書
問
題
の
た
め
の
覚
書
」
と
い
う
論
文
が

衝
撃
的
で
滅
法
面
白
い
。
二
資
料
仮
説
と
Ｑ
の

存
在
を
否
定
し
、
最
古
の
福
音
書
は
マ
タ
イ
で

あ
り
、
マ
ル
コ
は
マ
タ
イ
を
参
照
し
て
書
い
た
、

そ
れ
ど
こ
ろ
か
パ
ウ
ロ
も
マ
タ
イ
を
読
ん
で
い

た
と
い
う
、
従
来
の
常
識
を
覆
す
主
張
を
立
て

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
本
当
な
ら
初
代
教
会
の
風

景
は
一
変
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
戸

田
さ
ん
の
文
章
は
推
理
小
説
の
よ
う
に
面
白
く
、

私
の
よ
う
な
素
人
に
も
立
論
は
理
路
整
然
、
論

拠
は
明
快
に
見
え
ま
す
。
つ
ま
り
対
話
と
批
判

に
開
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
イ
ギ
リ
ス
の

学
会
で
発
表
し
た
時
は
「
予
想
さ
れ
た
と
お
り
、

聴
衆
の
全
面
的
無
関
心
（
拒
否
と
ま
で
言
わ
な

い
と
し
て
も
）
に
よ
っ
て
迎
え
ら
れ
た
」
そ
う

で
す
。
日
本
の
新
約
学
の
専
門
家
は
ぜ
ひ
戸
田

説
を
精
査
し
報
告
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
で
な
い

と
素
人
は
気
に
な
っ
て
眠
れ
ま
せ
ん
。（
小
林
）

特
集
： 

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

�

―
―
社
会
と
の
交
渉


